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地　区　の　概　要
地区面積／8,891.6ha 組合員／5,570名

◆令和５年度臨時総代会開催／令和４年度事業報告
◆令和４年度決算報告／財産目録／貸借対照表総括表
◆令和５年度各種事業発注状況
◆役員実務研修／役職員合同研修会
◆水とくらしの歴史発見／総代視察研修
◆環境美化活動／災害訓練／収穫感謝祭／表彰
◆シリーズ「農家の声」
◆伝言板
◆推進協議会要請活動／決算関係書類の公表について／
　賦課金の口座振替領収書発行の廃止について／償還完了
◆シリーズ「管内スポット」／編集後記 
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　令和５年10月11日㈬第45回全国土地改良大会「福井大会」がサンドーム福井で開催され、土地改良事業功績者
表彰において、当土地改良区佐貝全健理事長が農林水産大臣表彰を受賞されました。
　佐貝理事長は、平成13年当土地改良区理事に就任、平成17年からは理事長として土地改良区の先頭に立ち、
老朽化が著しい土地改良施設の改修のため、10年に亘る一大事業であった国営米沢平野二期農業水利事業の施
行に大きく貢献しました。
　また、組合員の負担軽減を第一に考え、財政計画の中期的な見直しを行いながら、財務状況の明確化を図り、
経営的な視点から土地改良区の運営に当たっています。特に小水力発電所（２箇所）を完成に導き、組合員の負担
軽減に大きな成果を上げるとともに、他に先駆けて複式簿記の導入を図ることで、土地改良区の財政状況の正確
な把握に努め、組合員の付託に応えています。
　さらには、山形県土地改良事業団体連合会
会長理事として、山形県全体での農業農村整
備の重要性を理解し、土地改良事業の推進は
もとより、未来ある農村社会の構築に向けて
献身的に活動してきた功績が認められたもの
です。誠におめでとうございます。
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農林水産大臣表彰



営
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業
の
対

象
施
設
で
あ
る
水
窪
ダ
ム
、
鬼
面

川
頭
首
工
、
淞
郷
堰
揚
水
機
場
と

そ
れ
に
関
連
す
る
附
帯
施
設
の
操

作
点
検
業
務
を
県
か
ら
受
託
し
、

水
利
施
設
管
理
強
化
事
業
を
有
効

に
活
用
し
て
管
理
及
び
整
備
の
強

化
を
図
っ
た
。

　
水
窪
ダ
ム
地
点
の
気
象
及
び
水

利
状
況
は
、
例
年
よ
り
多
い
積
雪

量
と
な
っ
た
今
冬
、
三
月
中
旬
か

ら
平
年
よ
り
気
温
が
高
く
融
雪
が

始
ま
り
、
間
接
流
域
の
大
小
屋
頭

首
工
及
び
羽
黒
川
頭
首
工
か
ら
も

計
画
的
に
取
水
を
行
い
、
五
月
六

日
に
水
窪
ダ
ム
を
満
水
と
し
た
。

用
水
調
整
は
、
利
水
調
整
規
程
に

基
づ
き
、
五
月
六
日
か
ら
農
業
用

水
の
配
水
を
開
始
し
て
い
る
。
用

水
開
始
後
は
、
梅
雨
時
期
の
六
月
、

七
月
、
出
穂
期
の
八
月
と
平
年
を

上
回
る
降
雨
に
よ
り
、
安
定
供
給

で
き
る
貯
水
量
を
確
保
し
、
九
月

十
日
に
か
ん
が
い
期
を
終
了
し
て

い
る
。

　
施
設
管
理
の
状
況
は
、
八
月
三

日
か
ら
四
日
に
か
け
発
生
し
た
記

録
的
な
豪
雨
に
よ
り
、
本
区
で
は

八
月
四
日
に
災
害
対
策
本
部
を
設

置
し
、
施
設
の
確
認
及
び
被
害
状

況
の
把
握
を
実
施
し
た
。
被
害
状

第
一
　
地
区
及
び

組
合
員
の
状
況

　
地
　
積
　
八
、
八
九
一
・
六
㏊

　
組
合
員
　
　
　
五
、
五
七
〇
人

第
二
　
事
業
の
状
況

一
　
土
地
改
良
施
設
の
維
持
管
理
状
況

　
本
区
の
主
要
業
務
で
あ
る
施
設

の
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
維
持

管
理
計
画
書
に
基
づ
き
関
係
法
規
、

定
款
、
諸
規
程
を
遵
守
し
、
機
能

維
持
と
適
切
な
保
全
管
理
を
行
い
、

直
接
管
理
し
て
い
る
基
幹
水
利
施

設
は
、
施
設
の
保
守
点
検
・
整
備

補
修
の
実
施
、
支
線
水
利
施
設
は
、

維
持
管
理
組
合
へ
管
理
を
委
託
し

て
お
り
良
好
に
管
理
が
な
さ
れ
て

い
る
。
施
設
の
管
理
事
業
は
、
県

況
に
つ
い
て
は
、
基
幹
線
水
利
施

設
及
び
支
線
水
利
施
設
を
合
わ
せ

て
一
三
一
件
、
三
、
二
九
二
万
円

と
被
害
が
大
き
か
っ
た
。
被
害
施

設
の
早
期
復
旧
に
向
け
、
県
の
小

規
模
農
地
等
災
害
緊
急
復
旧
事
業

及
び
各
市
町
独
自
の
災
害
補
助
事

業
等
を
活
用
し
た
復
旧
工
事
を
実

施
し
、
令
和
五
年
四
月
ま
で
に
完

了
し
て
い
る
。
八
月
十
日
に
は
、

国
営
施
設
の
窪
田
送
水
路
で
漏
水

事
故
が
発
生
し
、
出
穂
の
最
盛
期

で
あ
る
こ
と
か
ら
鬼
面
川
頭
首
工

の
緊
急
取
水
協
議
を
国
に
要
請
し
、

八
月
十
七
日
か
ら
鬼
面
川
頭
首
工

よ
り
必
要
水
量
を
緊
急
取
水
し
た
。

復
旧
工
事
に
つ
い
て
は
、
農
業
水

路
等
長
寿
命
化
・
防
災
減
災
事
業

に
よ
り
完
了
し
て
い
る
。
そ
の
他

の
施
設
に
つ
い
て
は
、
良
好
な
管

理
に
努
め
た
。

　
水
窪
ダ
ム
発
電
所
及
び
竹
森
発

電
所
は
、
国
営
施
設
西
幹
線
及
び

東
幹
線
用
水
路
の
機
能
診
断
調
査

や
水
窪
ダ
ム
の
貯
水
位
低
下
に
よ

る
発
電
調
整
の
影
響
は
あ
っ
た
が
、

故
障
等
の
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
順
調

に
発
電
し
、
維
持
管
理
経
費
の
軽

減
に
寄
与
し
た
。

二
　
土
地
改
良
事
業
の
施
行
状
況

⑴
基
幹
水
利
施
設
管
理
事
業

・
管
理
費

　
　

八
一
、
五
六
七
、
二
四
六
円

議長　我彦正福総代議長　我彦正福総代

　令和５年９月８日㈮米沢市金池のグランドホクヨウに於いて、多数のご来　令和５年９月８日㈮米沢市金池のグランドホクヨウに於いて、多数のご来
賓の方々にご隣席を賜り、令和５年度第１回臨時総代会が開催されました。賓の方々にご隣席を賜り、令和５年度第１回臨時総代会が開催されました。
　令和４年度事業報告及び令和５年度補正予算等が上程され、慎重審議の結　令和４年度事業報告及び令和５年度補正予算等が上程され、慎重審議の結
果、全議案原案どおり可決されました。果、全議案原案どおり可決されました。

令和５年度　令和５年度　第１回臨時総代会開催第１回臨時総代会開催

令
和
四
年
度
事
業
報
告
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⑵
国
営
造
成
施
設
管
理
体
制
整
備

促
進
事
業（
管
理
体
制
整
備
型
）

・
高
度
化
経
費

　
　
　

一
、
八
七
四
、
六
五
九
円

⑶
水
利
施
設
管
理
強
化
事
業

・
維
持
管
理
費

　
　

七
六
、
五
七
七
、
九
二
七
円

⑷
基
幹
水
利
施
設
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
事
業（
突
発
事
故
対
応
）

・
夏
刈
第
一
揚
水
機
場
突
発
事
故

復
旧
工
事

　
　
（
揚
水
機
復
旧
工
）

⑸
農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業

・
窪
田
送
水
路
整
備
補
修
工
事

　
　
（
管
水
路
復
旧
工
）

・
淞
郷
堰
二
段
西
北
用
水
路
整
備　

補
修
工
事

　
　
（
管
水
路
復
旧
工
）

⑹
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業（
国
事

業
名
：
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
）

・
第
一
工
区
工
事

　
　
（
前
小
屋
用
水
路
：
用
水
路
工
）

・
第
二
工
区
工
事

　
　
（
窪
田
排
水
路
：
底
版
装
工
）

⑺
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用
排
水

施
設
等
整
備
事
業
）調
査
計
画
事
業

・
柏
木
目
地
区
実
施
計
画
策
定
業
務

　
　
（
実
施
計
画
策
定
業
務
一
式
）

⑻
区
単
独
事
業

・
営
農
管
理
用
水
調
査
業
務

　
　
（
定
期
流
量
観
測
業
務
一
式
）

三
　
事
業
に
よ
る
受
益
の
状
況

⑴
事
業
に
よ
る
地
区
内
の
土
地
の

受
益
状
況

　

事
業
地
区
内
農
家
に
つ
い
て

は
、
国
・
県
営
か
ん
が
い
排
水

事
業
を
始
め
各
種
土
地
改
良
事

業
の
実
施
に
よ
り
、
区
画
の
拡

大
、
用
排
水
路
の
整
備
、
農
道

の
整
備
、
大
型
機
械
の
導
入
が

進
ん
だ
た
め
生
産
性
の
向
上
・

省
力
化
が
図
ら
れ
、
経
営
の
合

理
化
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
今

後
の
改
良
を
要
す
る
点
と
し
て
、

未
整
理
地
区
の
解
消
、
素
掘
り

水
路
の
整
備
が
挙
げ
ら
れ
る
。

四
　
県
営
事
業
の
進
捗
状
況

⑴
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連
農
地

整
備
事
業

・
亀
岡
西
二
期
地
区四

八
・
八
％

・
浅
川
地
区　
　

一
六
・
九
％

⑵
農
業
競
争
力
強
化
基
盤
整
備
事
業

（
水
利
施
設
整
備
事
業
基
幹
水

利
施
設
保
全
型
）

　

・
屋
代
郷
一
地
区　

六
二
・
〇
％

　

・
米
沢
一
地
区　

五
三
・
七
％

　

・
両
堰
地
区　

一
〇
〇
・
〇
％

　

・
川
西
東
部
地
区　

四
四
・
一
％

　

・
淞
郷
堰
地
区　

一
九
・
四
％

⑶
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
た

め
池
整
備
事
業
）

・
四
ツ
釜
地
区　

九
九
・
四
％

・
間
坂
地
区　
　

七
九
・
二
％

⑷
農
村
地
域
防
災
減
災
事
業（
用

排
水
施
設
等
整
備
事
業
）

・
大
谷
地
地
区　

四
八
・
五
％

五
　
二
十
一
世
紀
土
地
改
良
区

創
造
運
動
の
実
施

　
農
業
農
村
を
取
り
巻
く
情
勢
が

著
し
く
変
貌
す
る
中
で
、
土
地
改

良
区
が
果
た
す
役
割
と
機
能
を
改

め
て
見
直
し
、
農
業
用
施
設
の
重

要
性
と
多
面
的
機
能
の
啓
蒙
並
び

に
水
土
里
ネ
ッ
ト
の
趣
旨
普
及
を

図
る
た
め
、
創
造
運
動
に
積
極
的

に
取
り
組
ん
だ
。

⑴
広
報「
米
沢
平
野
」の
発
行

・
令
和
四
年
四
月
、
令
和
四
年
十
一
月

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
の

発
信
等

・
土
地
改
良
区
及
び
施
設
の
紹
介

・
水
窪
ダ
ム
用
水
状
況
の
報
告

・
各
種
行
事
の
お
し
ら
せ
、
報
告

・
広
報
等
の
掲
載

六
　
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

　
六
十
二
活
動
組
織
に
つ
い
て
協

定
参
加
又
は
協
定（
確
認
書
）締
結

を
行
い
、
環
境
保
全
及
び
農
業
用

施
設
の
整
備
に
努
め
る
活
動
の
実

施
に
関
し
、
助
言
又
は
技
術
的
な

指
導
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
施
設

の
長
寿
命
化
の
た
め
の
活
動
に
よ

り
造
成
さ
れ
た
土
地
改
良
財
産
に

関
し
、
施
工
計
画
並
び
に
実
績
報

告
を
以
て
財
産
譲
与
契
約
を
締
結

し
て
い
る
。

第
三
　
事
務
の
経
過

○
会
議

　
総
代
会
　
臨
時
　
　
　
　
一
回

　
　
　
　
　
通
常
　
　
　
　
一
回

　
理
事
会
　
　
　
　
　
　
　
六
回

　
監
事
会
　
　
　
　
　
　
　
八
回

　
　
　
　
　
　（
定
期
監
査
二
回
）

○
各
委
員
会

　
総
務
委
員
会
　
　
　
　
　
五
回

　
水
利
整
備
委
員
会
　
　
　
四
回

　
維
持
管
理
委
員
会
　
　
　
二
回

　
未
収
対
策
委
員
会
　
　
　
二
回

○
そ
の
他

　
災
害
対
策
本
部
員
会
議
　
二
回

　
指
導
監
査
　
　
　
　
　
　
二
回

　
土
地
改
良
法
施
行
規
則
第
二

十
一
条
の
四
第
一
項
第
二
号
の

第
二
十
四
条
第
一
項
及
び
同
条
第

五
項（
経
費
分
担
の
基
準
）

・
畑
地
化
促
進
事
業
に
係
る
土
地

改
良
区
決
済
金
等
支
援
に
関
し

畑
地
へ
賦
課
す
る
た
め（
字
句

の
追
加
）

◆
地
区
除
外
等
処
理
規
程（
一
部

改
正
）

第
一
条（
適
用
）、
第
二
条（
農
地

転
用
等
の
通
知
）、
第
三
条（
措

置
）、
第
四
条（
意
見
書
等
の
交
付

等
）、
第
六
条（
決
済
）、
第
七
条

（
会
計
）

・
行
政
庁
の
指
導
に
よ
る
一
部
改

正（
字
句
の
削
除
、
訂
正
、
追

加
及
び
別
記
決
済
金
算
定
基
準

の
訂
正
）

◆
畑
地
化
協
力
金
徴
収
規
程（
制
定
）

・
畑
地
化
促
進
事
業
に
係
る
土
地

改
良
区
決
済
金
等
支
援
に
関
す

る
措
置
を
講
ず
る
た
め

規
定
に
基
づ
き
、「
土
地
改
良
区

会
計
処
理
に
関
す
る
業
務
契

約
」を
締
結
の
う
え
税
理
士
事

務
所
に
よ
る
会
計
指
導
を
受
け

た
。

質問する井上正順総代質問する井上正順総代

定
款
・
諸
規
程
等
の

一
部
変
更
改
正

定
款
の
変
更

諸
規
程
等
の
一
部
改
正
及
び

制
定
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繰越金
131,336,187円

12.84％

基本財産取崩金
56,603,900円
5.53％

業務受託料
76,662,500円

7.49％

特定資産積立金 49,650,266円 5.48％

支払換地清算金 362,322円 0.04％

運営事務費
266,298,981円

29.42％

受託業務費 8,360,000円 0.92％

固定資産取得費 2,187,240円 0.24％
借入金返済 12,102,118円 1.34％

土地改良事業負担金
41,767,000円 4.61％

事務所費
14,459,803円 1.60％

適正化事業費等
6,879,600円 0.76％

その他事業費 3,597,956円 0.40％

維持管理費
453,623,674円

50.11％

転用決済金等
9,885,857円 0.97％

特別賦課金
17,918,892円
1.75％

事業特別賦課金
18,814,536円
1.84％

負担金 42,956,963円 4.20％

補助金等
114,314,024円

11.17％

基本財産運用金
161,219円 0.02％

他目的使用料
5,227,756円 0.51％

維持管理組合受入金
15,353,112円 1.50％

経常賦課金
342,460,797円

33.47％

地区維持管理賦課金
64,483,231円

6.30％

雑収入
10,365,238円
1.01％

小水力発電事業会計繰入金
67,398,430円
6.59％

特定資産取崩金
48,755,016円
4.76％

徴収換地清算金 362,322円 0.04％

基本財産積立金 46,000,000円 5.08％

特定資産運用金
145,801円 0.01％

支　出 収　入

賦課金　
443,677,456円

土地改良事
業

費
 472,461,230円

 土地改良事業費 511,873,388円
280,758,784円

一
般

管
理

費

一般会計
収入合計 1,023,205,781円
支出合計 905,288,960円
差引残額 117,916,821円（次年度へ繰越）

一般会計決算内訳書
（単位：円）

番号 会　計　区　分 収　　入 支　　出 差引残額
1 一 般 （ 旧 一 般 会 計 ） 833,402,447 765,926,173 67,476,274
2 水 窪 ダ ム 等 共 同 施 設 維 持 管 理 費 80,950,712 72,969,690 7,981,022
3 県営基幹水利施設管理事業（米沢平野１） 63,343,579 63,145,515 198,064
4 県営基幹水利施設管理事業（米沢平野２） 9,574,969 9,369,045 205,924
5 県営基幹水利施設管理事業（米沢平野３） 22,218,645 21,894,686 323,959
6 国営造成施設管理体制整備促進事業（管理体制整備型） 78,482,586 78,482,586 0
7 県 営 ほ 場 整 備 事 業 亀 岡 西 地 区 10,491,748 5,118,977 5,372,771
8 県 営 ほ 場 整 備 事 業 浅 川 地 区 4,547,856 1,385,168 3,162,688
9 県 営 ほ 場 整 備 事 業 莅 高 山 地 区 20,884,166 753,056 20,131,110
10 県 営 ほ 場 整 備 事 業 千 代 田 地 区 13,371,393 306,384 13,065,009

計（10区分）
1,137,268,101 1,019,351,280 117,916,821

（1,023,205,781） （905,288,960）（117,916,821）
（区分間繰入出除く）

令和４年度　決　　算令和４年度　決　　算
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項目・地区 １期賦課額 収納額 収納率 未収額
経 常 賦 課 金 347,529,809 342,460,797 98.5 5,069,012
維持管理賦課金 65,509,016 64,483,231 98.4 1,025,785
万 世 地 区 1,437,596 1,436,089 99.8 1,507
梓 川 地 区 2,220,924 2,185,907 98.4 35,017
羽 黒 川 地 区 1,466,802 1,448,941 98.7 17,861
片子大堰地区 359,977 355,877 98.8 4,100
山 上 地 区 1,036,453 1,026,023 98.9 10,430
米沢南部地区 2,511,927 2,490,617 99.1 21,310
塩 井 地 区 3,163,319 3,163,091 99.9 228
窪 田 地 区 2,841,418 2,841,418 100.0 0
四ヶ村堰地区 7,329,412 7,232,391 98.6 97,021
黒 井 堰 地 区 2,100,369 2,088,234 99.4 12,135
糠 野 目 地 区 1,896,023 1,879,052 99.1 16,971
屋 代 郷 地 区 12,751,629 12,157,213 95.3 594,416
淞 郷 堰 地 区 8,444,379 8,422,946 99.7 21,433
両 堰 地 区 9,363,661 9,266,442 98.9 97,219
川西東部地区 8,585,127 8,488,990 98.8 96,137
１ 期 合 計 413,038,825 406,944,028 98.5 6,094,797

令和４年度　賦課金収納実績
（単位：金額：円、収納率：％）

項目・地区 ２期賦課額 収納額 収納率 未収額
事業特別賦課金 19,964,748 18,814,536 94.2 1,150,212
屋 代 郷 地 区 19,964,748 18,814,536 94.2 1,150,212
特 別 賦 課 金 18,059,957 17,918,892 99.2 141,065
亀 岡 西 地 区 3,819,943 3,759,957 98.4 59,986
浅 川 地 区 2,207,213 2,207,213 100.0 0
莅 高 山 地 区 7,122,029 7,122,029 100.0 0
千 代 田 地 区 4,910,772 4,829,693 98.3 81,079
２ 期 合 計 38,024,705 36,733,428 96.6 1,291,277
総 計 451,063,530 443,677,456 98.3 7,386,074

繰越金 2,821,259円 1.84％

竹森発電費
21,210,544円

13.83％

水窪ダム発電諸費
210,630円 0.14％

水窪ダム発電水利利用料 1,141,390円 0.74％

水窪ダム発電
購入電気料金

36,948,451円
24.09％

水窪ダム運営事務費
22,411,178円

14.61％

水窪ダム発電所維持管理費 2,429,020円 1.58％

竹森運営事務費
1,606,311円 1.05％

水窪ダム発電人件費 1,371,648円 0.89％

一般会計繰出金
67,398,430円

43.95％

特定資産積立金
16,630,000円

10.84％

水窪ダム発電費
127,857,619円

83.36％

負担金等
1,482,898円 0.97％

竹森発電人件費 976,329円 0.64％
竹森発電修繕費 720,500円 0.47％

竹森発電水利利用料 154,120円 0.10％
竹森発電諸費 135,310円 0.09％

竹森発電購入電気料金 198,183円 0.13％

竹森発電所維持管理費
1,040,820円 0.68％

支　出 収　入
発

電事業費 149,068,163
円

発電事業
費

45,326,401円
一

般
管理費

24,017,489円

特別会計　小水力発電事業
収入合計 153,372,320円
支出合計 153,372,320円
差引残額 0円

令和令和４４年度　年度　決決　　算　　算
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（単位：円）
資　産　の　部 負　債　の　部

流動資産 流動負債
　現金及び預金 235,938,590 　未払金 132,658,277
　未収賦課金等 7,386,074 　仮受金 0
　未収金 10,093,838 　前受金 0
　その他未収金 78,155,058 　預り金 1,077,410
　前払金 5,400 　預り保証金 1,089,000
　立替金 0 　短期借入金 266,046
　仮払金 0 　適正化事業拠出金短期未払金 3,438,000
　その他流動資産 0 　未払消費税等 2,632,900

　その他流動負債 68,818,478
流動資産合計 331,578,960 流動負債合計 209,980,111
固定資産 固定負債
　基本財産 471,981,638 　公庫資金等長期借入金 6,884,025
　特定資産 4,219,597,279 　その他長期借入金 0
　その他固定資産 21,206,418 　適正化事業拠出金長期未払金 426,000

　職員退職給付引当金 189,650,740
　総代役員退任慰労引当金 10,628,400
　維持管理組合引当金 0
　地区除外等決済金引当金 0
　修繕引当金 76,273,200
　その他固定負債 268,010,884
固定負債合計 551,873,249

負　債　合　計 761,853,360
固定資産合計 4,712,785,335 正 味 財 産 合 計 4,282,510,935

資　産　合　計 5,044,364,295 負債及び正味財産合計 5,044,364,295

（単位：円）
科　　　目 一般会計 小水力会計 内部取引消去 合　　計

Ⅰ　資産の部
１ 流動資産 287,065,197 44,513,763 0 331,578,960
２ 固定資産 4,500,371,387 212,413,948 0 4,712,785,335

資　産　合　計 4,787,436,584 256,927,711 0 5,044,364,295
Ⅱ　負債の部

１ 流動負債 165,466,348 44,513,763 0 209,980,111
２ 固定負債 475,600,049 76,273,200 0 551,873,249

負　債　合　計 641,066,397 120,786,963 0 761,853,360
Ⅲ　正味財産の部

１ 指定正味財産 2,792,798,234 0 0 2,792,798,234
２ 一般正味財産 1,353,571,953 136,140,748 0 1,489,712,701

正 味 財 産 合 計 4,146,370,187 136,140,748 0 4,282,510,935
負債及び正味財産合計 4,787,436,584 256,927,711 0 5,044,364,295

財　産　目　録（令和５年３月31日現在）

貸借対照表総括表（令和５年３月31日現在）
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令和５年度　各種事業発注状況
Ｒ５.10. 19現在

事業名 工事名 工事場所 工事量
工　　　期

着　工 完　成
農業水路等長寿命化・防災減
災事業 令和５年度

窪田２地区農業水路等長寿命化･防災減災事業工事 高畠町大字小其塚地内他 窪田排水路
　排水路底版装工　L=90.0m R5.8.24 R5.12.4

令和５年度
堀金･六郷地区農業水路等長寿命化･防災減災事業工事 米沢市六郷町桐原地内 八幡清水導水路

　水路工　L=36.0m R5.8.24 R5.12.4

区単独事業 令和５年度
川西東部維持管理組合事務所修繕工事 川西町大字吉田地内 事務所修繕　１式 R5.7.28 R5.11.10

事業名 業務名 業務場所 業務量
工　　　期

着　手 完　了
県営基幹水利施設管理事業 令和５年度

県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム管理施設点検整備業務

米沢市大字三沢地内　他 通信設備保守点検　１式 R5.4.3 R5.8.31

令和５年度
県営基幹水利施設管理事業
共同管理施設水窪ダムゲート他設備点検業務

米沢市大字三沢地内　他 ゲート他点検整備　１式 R5.4.3 R5.9.29

令和５年度
県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム管理事務所内管理業務

米沢市大字三沢地内 管理業務　　１式 R5.4.1 R6.3.31

令和５年度
県営基幹水利施設管理事業
鬼面川頭首工ゲート他設備点検業務

米沢市大字舘山地内　他 ゲート他点検整備　１式 R5.4.3 R5.10.31

令和５年度
県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム等除草業務

米沢市大字三沢地内　他 草刈面積　Ａ＝22,930㎡ R5.6.16 R5.9.20

令和５年度
県営基幹水利施設管理事業
水窪ダム堆砂測量業務

米沢市大字三沢地内　他 堆砂測量　　１式 R5.8.24 R6.1.31

令和５年度
県営基幹水利施設管理事業
淞郷堰揚水機場浚渫業務

南陽市宮崎地内 浚渫業務　　１式 R5.10.5 R5.12.20

水利施設管理強化事業 令和５年度
水利施設管理強化事業
通信設備保守点検業務

米沢市、高畠町地内 通信設備保守点検　１式 R5.4.3 R5.8.31

令和５年度
水利施設管理強化事業
施設ゲート設備等点検業務

米沢市、高畠町地内 ゲート他点検整備　１式 R5.4.3 R5.10.31

令和５年度
水利施設管理強化事業
基幹施設用水路除草業務

米沢市大字舘山地内　他 草刈面積　Ａ＝71,163㎡ R5.6.16 R5.9.20

農村地域防災減災事業（用
排水施設等整備事業）調査
計画事業

令和５年度
柏木目地区農村地域防災減災事業（用排水施設等整備
事業）実施計画策定業務

高畠町大字柏木目地内　他 実施計画策定業務　１式 R5.8.1 R6.3.4

農村地域防災減災事業（特
定農業管水路等特別対策事
業）調査計画事業

令和５年度
淞郷堰地区農村地域防災減災事業（特定農業用
管水路等特別対策事業）実施計画策定業務

南陽市宮崎地内　他 実施計画策定業務　１式 R5.8.1 R6.3.4

農業競争力強化基盤整備事
業（農地整備事業経営体育
成型）（計画設計）

令和５年度
莅高山地区農業競争力強化基盤整備事業
計画設計策定業務

川西町大字高山地内　他 計画設計策定業務　１式 R5.8.1 R6.3.4

令和５年度
莅高山地区経営体育成促進換地等調整業務 川西町大字高山地内　他 換地等調整業務　１式 R5.8.1 R6.3.4

令和５年度
千代田地区経営体育成促進換地等調整業務

高畠町大字夏茂元津久茂
地内　他 換地等調整業務　１式 R5.8.1 R6.3.4

区単独事業 令和５年度
営農管理用水調査業務

米沢市、南陽市、
高畠町、川西町地内 定期流量観測業務　１式 R5.4.3 R5.10.31

令和５年度
水窪ダム発電所小水力発電設備点検業務 米沢市大字関根地内 発電所点検業務　１式 R5.10.5 R6.1.31
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令和５年６月９日㈮役員実務研修を行いました。
今年度は、日頃より大変お世話になっている山形県置賜総合支庁産業

経済部の奥山農村計画課長並びに喜嶋農村整備課長を講師として迎え、奥山課長には「農業農村整備事業の
施策の概要」、喜嶋課長には「置賜総合支庁農村整備課における令和５年度事業予算の執行と災害復旧の事
例紹介」と題し、ご講演いただきました。
　講演後は、当土地改良区管内５箇所の施設等に於いて、現地視察を行いました。

　令和５年８月４日㈮グランドホクヨウにおいて、第15回役
職員合同研修会を行いました。
  役職員の資質向上を目的とした本研修では、職員２名による
意見発表が行われました。今年は、財務課会計係の安部主任
から「土地改良区の複式簿記会計について」、次に財務課会計
係の板垣主事からは「知るほど面白い所得税」と題した発表が
ありました。各々日々の業務で携わっている内容であり、仕
事に対して真摯に取り組んでいる姿勢が窺えました。
  また、山形県置賜総合支庁総務課防災安全室の赤木主査より

「日頃からの防災対策～大規模災害に備えて～」をテーマにご
講演をいただきました。ここ数年、大規模な災害を経験して
いることもあり、役職員とも熱心に耳を傾けていました。

役員実務研修

役職員合同研修会

－現地視察－

財務課 会計係　安部主任財務課 会計係　安部主任 財務課 会計係　板垣主事財務課 会計係　板垣主事 置賜総合支庁　赤木防災安全主査置賜総合支庁　赤木防災安全主査

研修風景研修風景

研修風景②（水窪ダム操作室）研修風景②（水窪ダム操作室） 研修風景③（水窪ダム発電所）研修風景③（水窪ダム発電所） 研修風景⑤（鬼面川頭首工）研修風景⑤（鬼面川頭首工）

研修風景①（中央管理所操作室）研修風景①（中央管理所操作室） 研修風景④（ 堀金・六郷地区 八幡清水導水路）研修風景④（ 堀金・六郷地区 八幡清水導水路）

 置賜総合支庁　奥山農村計画課長 置賜総合支庁　奥山農村計画課長

研修風景研修風景

置賜総合支庁　喜嶋農村整備課長置賜総合支庁　喜嶋農村整備課長
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　新型コロナウィルスの影響により、３年連
続で中止となっていた第24回「水とくらしの
歴史発見」～米沢平野管内農業用水施設めぐ
り～を令和５年８月９日㈬に開催しました。
　今年は、米沢市の学童保育施設「児童クラ
ブまどか」の児童（3年生～6年生）が参加して
くださいました。
　当日は、とても暑く熱中症が心配されまし
たが、子供たちは大変元気に水窪ダムや発電
所等の施設見学や農産物加工体験（ゆべし作
り）を楽しんだようです。

　令和５年９月４日㈪～５日
㈫総代視察研修を行いました。
　研修地である亘理土地改良
区（宮城県）は、東日本大震災
による津波被災地として、農
業・農村の復旧・復興を進め
るため、早期の営農再開を最
優先として、国直轄と県営の
災害復旧事業に取り組まれて
きた土地改良区であります。
　当日の研修では、大震災に
よる管内の被災状況や復旧・
復興への取り組み（震災復興
関連事業）等について、説明
をいただきました。
　近年、当土地改良区管内で
も自然災害が頻発化している
中での研修であったため、総
代の皆様には、とても有意義
な研修となりました。

児童クラブまどかの皆さんに修了証授与児童クラブまどかの皆さんに修了証授与

中央管理所での遠隔操作体験中央管理所での遠隔操作体験

ゆうきの里・さんさんでのゆべし作りゆうきの里・さんさんでのゆべし作り

研修風景（於：中央管理所）

集合写真

研修風景（於：荒浜第一排水機場）

第24回 水とくらしの歴史発見～米沢平野管内農業用水施設めぐり～

大変上手に大変上手に
出来ました。出来ました。

総代視察研修

むずかしいなぁ…
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　令和５年11月６日㈪第42回山形県土地改良大会　令和５年11月６日㈪第42回山形県土地改良大会
が山形テルサで開催され、山形県土地改良事業団体が山形テルサで開催され、山形県土地改良事業団体
連合会会長より太田雄一朗賦課徴収係長が土地改良連合会会長より太田雄一朗賦課徴収係長が土地改良
事業功労者として表彰されました。事業功労者として表彰されました。

　令和５年10月19日㈭水窪ダム収穫感謝祭を執り行
いました。
　昨冬は累積積雪量は平年並みとなりましたが、２月
下旬以降の気温が高い影響で融雪が早まり、例年より
早い貯留調整を行いながら５月６日に満水を迎えるこ
とができました。しかし、用水開始後は、降雨が少な
い日が続き、梅雨明け以降は記録的な猛暑を記録する
など、異常気象となり、稲への影響が大変心配されま
したが、組合員皆様のおかげを持ちまして、無事に実
りの秋を迎えることができました。

　令和５年９月13日㈬第19回水窪ダム環境美化活動
「クリーン作戦」を実施しました。
　関係各機関の方々、総勢83名の参加者にご協力を
いただき、水窪ダム周辺のゴミ拾いを行いました。今
年は天候にも恵まれ、皆さん汗だくになりながらの作
業となりました。
　以前は家電や布団、タイヤなどの大型ゴミが多く捨
てられていましたが、集められるゴミの量は年々減り、
長年の活動によりゴミを捨てに
くい環境になりつつあります。

　刈安川沿いの国道13号線でタンクローリー車の横
転事故が発生し、積載していた燃料（油）が流出、ダ
ム湖への流入が懸念されるという想定のもと行われま
した。
　当土地改良区と関係機関は、水窪ダムにおける災害
等の緊急時において、迅速かつ適切な対応ができるよ
う、毎年災害訓練を実施しています。

お疲れさまでした

現地本部会議現地本部会議

ダム取水塔にオイルフェンス設置ダム取水塔にオイルフェンス設置

財務課賦課徴収係長　太田雄一朗財務課賦課徴収係長　太田雄一朗
水窪ダムにてご祈祷水窪ダムにてご祈祷

水窪ダム環境美化活動 水窪ダム災害訓練

おめでとうございますおめでとうございます

表　彰表　彰

収 穫 感 謝 祭

令和５年10月６日　訓練実施
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稲
作
と
果
樹
の
複
合
経
営
で
、
米
は
つ
や
姫
、
は

え
ぬ
き
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
あ
き
た
こ
ま
ち
、
雪
若
丸

等
様
々
な
品
種
を
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
ほ
ど
栽
培
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
有
機
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、

高
畠
町
有
機
農
業
提
携
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
、
山
形

九
十
五
号
、
こ
ゆ
き
も
ち
は
十
五
ア
ー
ル
ほ
ど
杭
掛

け
し
て
い
ま
す
。

　

果
樹
は
ラ
フ
ラ
ン
ス
と
葡
萄
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア（
ハ

ウ
ス
）、
高
尾
、
キ
ャ
ン
ベ
ル
ア
ー
リ
ー
、
シ
ャ
イ

ン
マ
ス
カ
ッ
ト
な
ど
、
さ
ら
に
、
高
畠
ワ
イ
ナ
リ
ー

と
の
契
約
栽
培
に
な
り
ま
す
が
、
十
五
ア
ー
ル
ほ
ど

シ
ャ
ル
ド
ネ
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
息
子
が
大
粒
系
を
担
当
し
て
い
ま
す
が
、
今
年
は
、 　

世
界
で
は
気
候
変
動
の
問
題
が
年
々
大
き
く
な
っ

て
い
ま
す
が
、
特
に
農
業
は
気
候
に
影
響
を
受
け
や

す
く
、
我
々
が
い
く
ら
努
力
し
て
も
生
育
障
害
や
品

質
低
下
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ず
諦
め
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
山
か
ら
は
獣
に
や
ら
れ
、
空
か
ら
は
鳥
に

や
ら
れ
、
そ
の
鳥
獣
害
対
策
だ
け
で
、
時
間（
手
間
）

と
お
金
を
費
や
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
々
あ
り
ま
す
。

電
気
柵
等
対
策
は
し
て
い
ま
す
が
、
被
害
は
年
々
増

え
て
き
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
気
料
や
資
材
・
肥

料
等
は
高
騰
し
て
い
ま
す
が
、
農
産
物
価
格
は
、
そ

れ
ほ
ど
上
が
っ
て
い
ま
せ
ん
。
い
く
ら
有
機
農
業
で

　

農
業
の
魅
力
で
す
が
、
勤
め
人
と
違
い
自
分
の

思
っ
た
と
お
り
自
由
に
取
り
組
め
、
何
事
も
自
分
で

決
め
る
こ
と
が
で
き
る
職
業
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分

へ
の
責
任
は
大
き
く
な
り
ま
す
が
、
今
年
が
ダ
メ
で

も「
よ
し
、
来
年
は
良
い
物
を
」と
い
う
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。
米
で
も
果
樹
で
も
自
分
で
考
え
試

行
錯
誤
し
な
が
ら
育
て
て
い
け
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

そ
し
て
、
私
が
育
て
た
米
や
果
実
を
お
客
様
に
食
べ

て
い
た
だ
い
て【
う
ま
い
】、【
あ
り
が
と
う
】と
そ
ん

な
言
葉
を
い
た
だ
い
た
と
き
は
農
業
を
し
て
い
て
良

か
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

　
農
地（
田
）が
、
ほ
と
ん
ど
一
反
区
画
な
の
で
、
ほ

場
整
備
を
し
て
大
規
模
化
し
な
い
と
コ
ン
バ
イ
ン
、 　

理
想
の
農
業
は
、
小
規
模
有
畜
複
合
農
業（
昔
の

農
業
）だ
と
思
い
ま
す
が
、
現
実
は
採
算
が
合
わ
な

い
た
め
、
大
規
模
化
し
て
き
ま
し
た
。
も
し
も
、
す

べ
て
の
皆
さ
ん
が
昔
の
よ
う
な
小
規
模
循
環
型
社
会

で
暮
ら
す
よ
う
に
な
れ
ば
、
現
在
起
き
て
い
る
様
々

な
問
題（
地
球
温
暖
化
等
）が
解
決
す
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
取
材
し
た
日
は
、
葡
萄（
キ
ャ
ン
ベ
ル
）の
収
穫
の

時
で
、
す
べ
て
の
大
粒
系
葡
萄
を
試
食
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
種
類
の
葡
萄

を
食
べ
た
の
は
初
め
て
で
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
違
う

お
い
し
さ
が
あ
り
、
葡
萄
の
食
べ
比
べ
も
お
勧
め
で

す
。
お
土
産
に
い
た
だ
い
た
自
家
製
葡
萄
ジ
ュ
ー
ス

は
、
改
良
区
職
員
で
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ご
馳
走
様
で
し
た
。

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
病
気
も
付
か
ず
品
質
の
良
い
葡

萄
が
で
き
ま
し
た
。

本
田
哲
雄
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
子
供
の
頃
か
ら

家
業（
農
業
）の
手
伝
い
を
す
る
日
々
を
過
ご
し
て

き
ま
し
た
。

　
大
学
卒
業
後
、

す
ぐ
に
就
農
さ
れ
、

今
年
で
四
十
二
年

に
な
ら
れ
ま
し
た
。

　
令
和
四
年
度
か

ら
は
、
息
子
さ
ん

が
家
業
に
従
事
さ

れ
、
現
在
は
専
業

農
家
と
し
て
奥
様

と
三
人
で
農
業
を

営
ま
れ
て
い
ま
す
。

頑
張
っ
て
も
、
あ
ま
り

儲
け
に
な
ら
な
い
の
が

現
状
で
す
。
そ
れ
以
上

に
手
間
と
経
費
が
か

か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

価
格
は
有
機
農
業
提
携

セ
ン
タ
ー
で
決
め
て
い

ま
す
が
、
昔
か
ら
こ
の

価
格
で
値
上
げ
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　
有
機
農
業
は
、
無
農

薬
・
無
化
学
肥
料
な
の

で
、
上
和
田
有
機
米
生

産
組
合
の
肥
料
を
使
用
し
、
近
く
の
酪
農
家
か
ら
は

籾
殻
の
代
わ
り
に
堆
肥
を
譲
っ
て
い
た
だ
い
て
散
布

し
て
い
ま
す
。
循
環
型
農
業
に
な
り
ま
す
。

田
植
機
等
同
じ
大
型
機
械
を

使
っ
て
の
経
営
は
で
き
な
い

と
思
い
ま
す
。
米
栽
培
は
、

現
状
維
持
で
私
が
で
き
る
範

囲
で
と
考
え
て
お
り
、
今
後

は
、
葡
萄
や
桃
な
ど
の
果
樹

栽
培
に
力
を
注
い
で
い
き
た

い
で
す
。

自家製葡萄を使った果汁100％ジュース

高　尾高　尾クイーンニーナクイーンニーナ

シャインマスカットシャインマスカットキャンベルアーリーキャンベルアーリー

農 家
の

声
№26

　
シ
リ
ー
ズ「
農
家
の
声
」第
二
十
六
回
目
は
、
高
畠
町
大
字
高
畠
の
本
田
哲
雄
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

　
本
田
さ
ん
は
平
成
二
十
四
年
度
ま
で
当
土
地
改
良
区
の
総
代
を
二
期
八
年
務
め
ら
れ
、
そ
の

後
は
屋
代
郷
維
持
管
理
組
合
の
副
組
合
長（
第
一
地
区
）と
し
て
、
組
合
運
営
や
各
施
設
の
維
持

管
理
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
役
職
を
退
か
れ
、
家
業
で
あ
る
農
業
に
専
念
し
、
稲
作
と

果
樹
栽
培
に
力
を
注
い
で
お
ら
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
数
多
く
の
役
職
を
経
験
さ
れ
た
本
田
さ
ん
に
農
業
に
対
す
る
思
い
を
伺
い
ま
し
た
。

現
在
の
経
営
規
模
及
び
内
容
に
つ
い

て
教
え
て
く
だ
さ
い

農
業
の
問
題
点
と
有
機
農
業
に
つ
い
て

農
業
の
魅
力
と
今
後
に
つ
い
て

最
後
に
一
言
お
願
い
し
ま
す

事
務
局
か
ら
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決済金とは？
※農地転用や公共事業による買収で、地区除外される場合は『決済金』納付が必要となります。
『決済金』徴収の趣旨は、残存農地が将来過重負担にならないように土地改良法第42条及び地区除外処理規程
により、事業負担金及び長期負債借入金ならびに施設の維持管理費等の負担額を一時払いをもって決済してい
ただくものです。
　決済金が未納の場合は賦課金が引き続き賦課されますので、必ず届出及び納付してくださるようお願いしま
す。

滞納賦課金は新資格者が負担
　農地の移動（売買等）において、その土地に滞納賦課金がある場合、土地改良法の規定により、新資格者に滞納
賦課金が承継され支払わなければならなくなりますのでご注意ください。

◆組合員の資格等に変更があったとき（組合員資格得喪通知書提出）
公共機関（市町、農業委員会、法務局等）及び農協等の手続きだけでは、土地改良区の組合員名簿
及び土地台帳等は変更されません。移動がありましたら、速やかに届出してください。
◎農地の移動（売買、賃貸借、交換等）　　　　◎農業者年金受給等による経営移譲
◎死亡または生前一括贈与による名義変更　　◎住所の変更

☆滞納処分（財産差押）の実施
　賦課金の滞納は土地改良法に基づき、地方税の滞納処分の例に依り県知事の認可を受けて理
事が処分執行することになります。
　滞納者には電話連絡・戸別訪問を行いながら納入の督励をしておりますが、それでも難しい
場合は、財産の差押に踏み切っております。
　納付のご相談は土地改良区事務所にて随時対応しておりますので、ご相談ください。

届出がなければ賦課台帳は変更されませんのでご注意ください!!
こんな時は必ず届出をお願いします！

　土地改良区の賦課金は、各施設の維持管理費や各事業の償還金に充当する重要な運営費で
す。賦課金を滞納されますと、土地改良区の運営に支障を来し、また、組合員間に不公平が
生じてしまいますので、まだお済みでない方は、早期に納入願います。

◆土地改良施設等を使用したいとき（他目的使用申請書提出）
◎雨水排水や合併浄化槽処理水の放流　　　　◎土地改良施設用地を出入り口等他目的に使用

◆自動口座振替（賦課金自動継続口座振替依頼書提出）
◎賦課金口座振替依頼、振替口座の変更
※届出用紙は改良区に設置しているほか、ホームページよりダウンロードできます。また、ご希
望により郵送いたしますので財務課賦課徴収係へご連絡願います。

◆農地を転用するとき（地区除外申請書、農地転用等の通知書及び意見書交付願提出）
◎公共買収による転用（道路、水路）　　　　　◎田から宅地等への転用
　※上記の場合、決済金の納入が必要です。

賦課金等の各支払いは「コンビニでの納付
が可能」となっておりますので、下記までお
問い合わせください。

財務課賦課徴収係　TEL 0238-23-0015伝 言 板
広報　米 沢 平 野 第 79 号
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　令和５年10月23日㈪二市二町で組織している米沢平野農業水利事業推進協議会で、当土地改良区佐貝全
健理事長を代表として、目崎秀也米沢市森林農村整備課長、寒河江英明南陽市農林課長、今井幸隆高畠町農
林振興課長、佐藤賢一川西町農地林務課長、当土地改良区より髙橋正則事務局長が東北農政局に出向き、下
記５項目について要請を行って参りました。
１　基盤整備、農地の集積・集約化など地域の多様

な要望に応えられる十分な予算の確保及び基盤
整備を加速化するＴＰＰ等関連農業農村整備対
策の継続

２　施設機能の適正な発揮を図るため、基幹水利施
設管理事業及び水利施設管理強化事業への支援
強化

３　防災・減災、国土強靱化に係る予算の安定確保
４　燃料価格や農事用電力料金の高騰対策の継続
５　水田活用の直接支払交付金の見直しに伴う水田

の畑地化を進めるに当たり、土地改良区及び市
町村地域再生協議会へ十分な説明や必要な措置
の継続強化

　土地改良法第29条の２第４項並びに土地改良法施行規則第25条の４第１項第１号の規定により、決算関
係書類を公表しています。ご希望の方は、閲覧申請書に必要事項をご記入・押印いただきますと、閲覧する
ことが出来ます。

閲覧場所　　米沢平野土地改良区事務所
閲覧時間　　午前８時30分から午後５時00分（土日祝日を除く）

　関係組合員の皆様には厳しい農業情勢が続く中、長年にわたりご理解とご協力を賜り心より感謝申しあげ
ます。
　令和４年度をもちまして下記地区の事業費償還が完済となりました。誠にありがとうございました。

○高山地区県営農業競争力強化基盤整備事業

　当土地改良区では、賦課金を口座振替で納付いただいた組合員の方へ領収書を発行しておりましたが、令
和５年度の賦課金口座振替分より領収書を発行しないことといたしました。
　確定申告の際には、毎年７月にお送りしている賦課金通知書と通帳を照合して賦課金の納付額を確認する
ことができます。経費節減の一環として取り組ませていただくもので、何卒、ご理解のほどよろしくお願い
いたします。
　なお、諸事情により領収書が必要な場合は、財務課賦課徴収係（TEL 0238(23)0015）までお問い合わせ
ください。

東北農政局にて、前島明成東北農政局長へ要請書提出

決算関係書類の公表について

償　還　完　了

賦課金の口座振替領収書発行の廃止について

米沢平野農業水利事業推進協議会 要請活動
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現
在
、
清
水
ヶ
原
溜
井
水
利
組
合

の
役
員
は
私
を
含
め
て
十
一
名
で
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
一
年
間
の
主

な
活
動
は
四
月
に
鈴
沼
の
現
地
見
分

か
ら
始
ま
り
通
水
前
の
取
入
口
の
点

検
、
堤
塘
・
沼
周
辺
の
草
刈
り
、
御

水
神
様
祭
礼
等
、
鈴
沼
を
美
し
い
貯

水
池
と
し
て
後
世
に
残
す
た
め
日
々

頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
鈴
沼
は
、
田
ん
ぼ
へ
の
か
ん

が
い
用
水
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る

た
め
池
で
す
が
、
今
は
老
朽
化
に
よ

る
施
設
の
改
修
工
事
を
実
施
中
で
、

貯
水
が
で
き
な
い
状
況
（
現
在
貯
水

率
が
ゼ
ロ
％
）
に
な
っ
て
お
り
、
来

年
か
ら
の
水
不
足
に
心
配
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
こ
は
高
畠
町
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
、
春
は
桜
が
咲
い
て
と
て

も
き
れ
い
で
す
の
で
、

鈴
沼
の
周
囲
を
散
策

さ
れ
る
の
も
お
す
す

め
で
す
。

　
こ
の
貯
水
池
は
、
古
来
「
清
水
ヶ

原
溜
井
」
と
よ
ば
れ
、
ま
た
公
文
書

に
も
そ
う
書
か
れ
て
き
ま
し
た
が
、

一
般
に
は
「
す
ず
沼
」
と
よ
ば
れ
、

い
つ
の
間
に
か
「
鈴
沼
」
の
字
が
あ

て
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
「
す
ず
」
は
、
東
置
賜
郡
史
で
い

う
よ
う
に
清
水
を
シ
ズ
ま
た
は
ス
ズ

と
い
う
東
北
地
方
の
詠
み
方
に
よ
る

も
の
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
に
し
て
も
「
清
水
ガ
原
」
と

い
う
本
来
の
名
称
が
あ
る
か
ら
に
は
、

そ
の
地
は
自
然
に
清
水
の
湧
き
出
し

た
山
麓
の
原
野
で
あ
り
、
山
に
は
木

こ
り
や
、
鳥
獣
を
追
う
太
古
の
人
々

の
憩
い
の
場
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
ね
。

　
鈴
沼
は
、
今
か
ら
三
百
五
十
年
ほ

ど
前
に
塩
森
村
の
農
民
が
清
水
ヶ
原

に
湧
き
水
を
溜
め
水
田
に
利
用
し
て

い
た
が
、貞
享
三
年（
一
六
八
六
年
）

度
重
な
る
干
ば
つ
に
苦
し
む
泉
岡
村

ほ
か
の
願
い
に
よ
っ
て
塩
森
村
を
水

　
鈴
沼
た
め
池
は
築
造
後
百
年
以
上

が
経
過
し
て
い
ま
す
。
経
年
変
化
や

　
山
形
県
高
畠
町
に
は
、
大
き
く
美
し
い
た
め
池
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
が
当
土
地
改
良
区
が
管
理
し
て
い
る

蛭
沢
た
め
池
、
も
う
一
つ
が
今
回
ご
紹
介
す
る
「
鈴
沼
」
の
愛
称
を
も
っ
て
呼
ば
れ
る
「
清
水
ヶ
原
溜
井
」
で
す
。

　
そ
の
鈴
沼
を
管
理
し
て
い
る
清
水
ヶ
原
溜
井
水
利
組
合
の
伊
藤
淳
組
合
長
に
『
鈴
沼
』
の
歴
史
や
組
合
の
活
動
内
容

に
つ
い
て
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

  

編
集
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様

に
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

  

組
合
員
の
皆
様
、
本
年
の
作
柄
は
い
か
が
で

し
た
で
し
ょ
う
か
。
連
日
の
高
温
に
人
も
作
物

も
耐
え
た
長
い
夏
で
し
た
。
ま
た
、
生
産
経
費

等
の
高
騰
に
よ
り
晩
秋
の
風
が
妙
に
寒
く
感
じ

ら
れ
ま
す
。

  

さ
て
、
激
甚
化
す
る
災
害
に
強
く
、
効
率
化

で
き
る
農
業
農
村
整
備
事
業
の
推
進
が
早
急
に

必
要
と
思
い
ま
す
。
改
良
区
が
管
理
す
る
蛭
沢

た
め
池
に「
万
汗
潤
郷
」の
石
碑
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
来
た
る
年
に
お
い
て
も
私
を
は

じ
め
役
職
員
一
同
、
皆
様
と
共
に
汗
を
流
し
各

種
事
業
の
実
施
・
完
成
に
向
け
て
精
進
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
終
わ
り
に
、
今
号
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
感

想
、
次
号
に
向
け
て
の
情
報
等
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
の
で
是
非
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
編
集
委
員
　
中
川
誠
一
郎
）

源
と
す
る
、
泉
岡
、
中
里
、
柏
木
目
、

一
本
柳
、
高
畠
各
村
が
維
持
管
理
す

る
大
が
か
り
な
「
清
水
ヶ
原
溜
井
」

を
築
造
し
ま
し
た
。
古
記
録
に
よ
る

と
約
七
町
九
反
（
七
、
八
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
の
た
め
池
で
し
た
が
、
そ
の
後
、

渇
水
の
た
め
何
回
か
小
修
理
、
大
改

修
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
嘉

永
年
間
（
一
八
四
八

～
）
か
ら
水
源
を
高

安
川
に
も
求
め
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

波
浪
浸
食
等
に
よ
り
、
堤
体
変
形
及

び
余
裕
高
不
足
が
生
じ
、
所
定
の
構

造
機
能
を
充
た
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

た
め
池
決
壊
の
危
険
度
が
高
い
と
判

断
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
地
形
条
件

的
に
も
平
坦
地
に
位
置
す
る
た
め
池

で
あ
る
こ
と
か
ら
決
壊
時
に
お
け
る

下
流
地
域
へ
の
影
響
が
大
き
い
た
め
、

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業
に
て
改
修

を
行
う
も
の
で
す
。

【
事
業
の
概
要
】

一
　
事
業
主
体
　
山
形
県

二
　
事
業
名

農
村
地
域
防
災
減
災
事
業

（
防
災
重
点
農
業
用
た
め
池

緊
急
整
備
事
業
）

三
　
事
業
費
　
五
億
六
千
三
百
万
円

四
　
工
　
　
期

　
　
　
令
和
四
年
度
～
令
和
八
年
度

五
　
工
事
内
容

堤
体
工
・
洪
水
吐
工
・
取
水
施
設

清水ヶ原溜井組合
組合長　伊藤　淳さん

（著　者）武田好吉
（発行者）中川喜一
（発行所）清水ヶ原溜井組合

代表者　中川喜一
昭和46年12月13日発行

伝統好評の養鯉　たのしい捕鯉風景伝統好評の養鯉　たのしい捕鯉風景 整った施設での鯉の養殖整った施設での鯉の養殖

『伝統のまち高畠 初冬の風物詩』『伝統のまち高畠 初冬の風物詩』

鈴沼（現在は約11ha）における鯉の養殖は、嘉永年間から始
められ明治初年から年々盛んになっていきましたが、高畠の
初冬の風物詩といわれた「鯉揚げ」も平成２年にその長い歴史
の幕をおろしました。

編
集
後
記

■
清
水
ヶ
原
溜
井
組
合
は
ど
ん
な
活

動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か

■
鈴
沼
の
名
称

■
鈴
沼
の
沿
革

■
鈴
沼
た
め
池
の
改
修
工
事

～ まほろばの里　高畠町 ～～ まほろばの里　高畠町 ～
『鈴沼『鈴沼（清水ヶ原溜井）（清水ヶ原溜井）の歴史』の歴史』
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